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数研『改訂版　新編　生物基礎』（生基/317）観点別特色

（１）内容

大判でありながら信頼のおけるしっかりとしたていねいな記述がなされている。本筋を簡潔に示した本文と，予備知識や補足をまとめた側注とに分けられており，本文の理解のしやすさに対する配慮，理解を助ける工夫が見られる。

指導要領にうたわれている「日常生活や社会との関連を図りながら…を養う。」にそって，ヨーグルトをつくる「探究活動」や，身近な話題を取り上げた「コラム」などが豊富に扱われており，生徒に興味・関心をもたせながら授業展開が可能な要素が多く盛り込まれている。

章ごとに設けられた章扉では，興味付けとなる内容が扱われるとともに，各章の学習内容を俯瞰することができ，学習する生徒への配慮が伺える。

（２）構成・分量
本文全体は５章構成で，それぞれ指導要領の中項目に対応している。本文全体は「章」の中にいくつかの「節」，各節に「項目」（1，2，…），項目の中に必要に応じて「小項目」（A，B，…）がおかれる比較的簡単な構成で，それぞれが適切な分量で区切られているので授業計画の立案及び進行において支障がなく，生徒にとっても現在学習している内容の位置づけを把握しやすいと考えられる。

全体を通して文章は見開きで完結し，また，ほとんどの見開きは節，項目，小項目で始まっており，授業の区切りをつけやすい。一方で，全体の内容の扱いの程度や図の大きさやくわしさなどにむらがなく，バランスがよい。本文とそれに関連する図の配置（レイアウト）も概ね適切である。

（３）表記・表現及び使用上の便宜
大判であることを生かし，大きな図を積極的に取り入れて理解を助けるよう工夫されており，生徒が自身で本文と図を読みながら理解しようとする意欲を育むと思われる。

全体的に落ち着いた色調で目にやさしく，かつ輪郭や色の区別もはっきりしている，さらに，図と文字の両方においてユニバーサルデザインにも配慮されており，授業で1年を通じて使用するのに最も適当な教科書であると考えられる。

本文中の重要語句にはすべてルビが振られ，生徒の学習を助ける配慮がなされている。

（４）その他

各節の冒頭にその節の内容が端的にまとめられており，理解すべき内容を見据えたうえで学習を進めることができるようになっている。
各章末には基本的な問題を扱った「章末問題」がおかれ，学習内容を理解できているか確認できるようになっている。

第2章の探究活動では，巻末のDNA模型を実際に作成させることで，その構造の理解に大いに役立つものとなっている。
本文中にカラーの実物写真が豊富に取り入れてあるだけでなく，巻末には100点以上の生物の写真がその生物の簡単な解説とともに掲載されており，生徒の興味関心を一層高めることが可能となっている。
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